
開催⽇時

台湾から⾒た
⽇本のへき地・⼩規模校
教育の特徴と可能性

2024 �北海道教育⼤学へき地教育推進国際講演会

 台湾では現在、新たな創造的な教育活動となり得るへき地・⼩規模校教育の振興に  
⼒を⼊れています。そのため台湾の教育界では、⽇本のへき地教育研究に学ぶと共に、
それをさらに発展させて台湾の未来型の創造的な教育活動に繋げようとしています。
 このような台湾から⾒ると、⽇本のへき地教育研究にもさらに発展的な課題と可能性
が⾒えてきます。本へき地教育推進国際講演会では、⽇本に留学経験もあり、台湾の 
へき地教育や創造的な教育活動で活躍されている林雍智先⽣をお迎えし、台湾から⾒た
⽇本のへき地・⼩規模教育の特徴と可能性を捉えたいと思います。

申込⽅法・申込期限

北海道へき地・⼩規模校教育研究センターHP 
より、３⽉４⽇（⽉）までにお申込み願います。
（�https://www.hokkyodai.ac.jp/edu_center_remoteplace/�）

令和６年３⽉８⽇（⾦）15:00〜17:00
会場

対⾯及びオンライン型（Zoom）のハイブリッド
             ※使⽤⾔語は⽇本語です。 

 お問い合わせ

北海道教育⼤学教育研究⽀援部連携推進課（担当 ⼩林）

�TEL�:�011-778-0942 Fax：011-778-8376

�E-mail：crc@j.hokkyodai.ac.jp

北海道教育⼤学�札幌駅前サテライト
（札幌市中央区北5条⻄5丁⽬7�sapporo55�4階）

参加⽅式

講師 台湾亜洲⼤学 林雍智（りんようち）准教授
 教育⾏政・学校経営が御専⾨で、マルチグレード教育（異学年教育）・実験教育（オルタナ
ティブ教育）や校⻑養成等を専⾨にされています。台湾教育省の委託委員も多くされており、
また上席校⻑養成課程を考案し、全台湾18県の上席校⻑の養成プログラムの講師を務めて全国
の上席校⻑養成を完成しました。
 編著書には、『実験教育』、『実験教育⾯⾯観』、『師傅校⻑培育』、『教育分野論⽂作成
のフォーマット：APAフォーマット７の応⽤』、『未来教育創新』など18冊を超えています。

主催：北海道教育⼤学へき地・⼩規模校教育研究センター

共催：全国へき地教育研究連盟、北海道へき地・複式教育研究連盟

後援：⽂部科学省、北海道教育委員会、札幌市教育委員会


